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中央三井信託銀行株式会社　本店
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中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
電　話　　03（3323）7111 （大 代 表）

中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　本店および全国各支店

大阪市において発行する日本経済新聞

大阪証券取引所（市場第二部）

（ ）電話お問合せ
郵便物送付先

※貸借対照表及び損益計算書は、当社ホームページ上でご覧頂けます。
http://www.daiwarakuda.co.jp/ir/kessan.html
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会社の概要 （平成17年 9 月30日現在）株主の皆様へ

●社名 ダイワラクダ工業株式会社

DAIWA RAKUDA INDUSTRY CO.,LTD.
●設立年月日 昭和46年 4 月 1 日
●資本金 43億4,584万3,320円
●従業員数 620名
●事業内容

●部門別売上高

部　　門

住 器 部 門

住宅設備機器、住宅用金属建材、各種建築資材の
製造・施工・販売
インテリアコーディネイト及び内装、インテリア商品の設
計・施工・販売

オフィス・業務用家具の製造・販売
オフィス・店舗等のトータルコーディネイト、リフォーム
建築・内装工事の請負

事務用機器、備品、空調機器、電気製品等の
レンタル、リース、販売

スペースシステム
部 門

リ ー ス 部 門

住宅展示場等不動産の賃貸不動産賃貸

損害保険及び生命保険の募集代理業務他

内　　　　　　　　容

平成17年12月

代表取締役社長 伊藤　建史

11,615百万円 
（57.5％） 

1,991百万円 
スペースシステム部門 

（9.9％） 

1,957百万円 
不動産賃貸 

（9.7％） 
546百万円 
その他 

（2.7％） 

4,083百万円 
リース部門 

（20.2％） 

住器部門 

株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申しあげます。
平成17年4月1日から平成17年9月30日に至る当社第35期中間期

の営業の概要についてご報告申しあげます。
当中間期におけるわが国経済は、IT関連の在庫調整一巡のほ

か、増収・増益を背景に企業が積極的な設備投資に転じたこと
などを受け、景気は踊り場を脱却し緩やかながら拡大局面に向
かいました。また、個人消費も雇用情勢の改善が持続し、企業
業績の好調がようやく家計にも波及しつつありますが、原油や
鋼材価格の高止まりなど景気の先行きには不安要因も見られま
した。
当社の事業に関連する住宅業界におきましては、今年度上半

期の新設住宅着工戸数は投資用賃貸マンションの建設や首都圏
での大型マンションの着工が相次いだことなどにより貸家、分
譲住宅が増加し、前年同期比3.5％増の64万戸となりました。ま
た、建設業界におきましては引き続き公共工事の低調を民間需
要が補う状況が続きました。
このような環境のなか、当社の業況は以下のとおりでありま

す。住器部門では住宅メーカーへの販売拡大に努めたほか、分
譲マンションの内装オプションを提案するインフィル事業の展
開をスタートいたしました。スペースシステム部門では店舗関
連の内装工事のほか医療・福祉施設からの受注獲得に努めまし
た。また、リース部門では新商品としてシュレッダーの投入や
各種イベント向け、官公庁向け什器･備品レンタル及び販売の営
業強化に努めました。
以上の結果、当中間期の売上高は201億95百万円（前年同期比

6.8％増）となりました。利益につきましては、原価の改善効果
等により経常利益は9億17百万円（前年同期比85.0％増）、中間純
利益は4億68百万円（前年同期比13.2％増）となりました。
今後の経済情勢は、景気は緩やかに拡大を続けると見られま

すが、原油価格の高止まりに対する懸念や税金・社会保険料負
担増加など先行き不安要因もあり、本格的な拡大加速には時間
がかかるものと思われます。
このようななかで、当社は、新商品の開発によるオリジナル

商品の販売強化や新規事業の立ち上げによる業容の拡大を図る
とともに、生産効率・品質の向上に努めてまいる所存でござい
ます。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭

撻を賜りますようお願い申しあげます。



9,721,271
6,342,319
121,369
425,141
242,024
719,808
1,183,519
156,490
530,598
4,456,303
3,224,163
1,107,389
124,750

14,177,575

4,345,843
5,328,364
1,100,000
4,228,364
11,326,997
10,832,777
32,777

10,800,000
494,220

△ 106,578
2,141,693

△ 460,348
22,575,972

36,753,547（注）
1.  記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（当中間期末） （前年中間期末） （前　　　期）
2.  有形固定資産の減価償却累計額 11,761,227千円 12,511,447千円 11,420,160千円
（内、貸与資産の減価償却累計額） （9,078,949千円）（9,667,766千円）（8,817,003千円）
3.  受取手形裏書譲渡高 156,526千円 171,607千円 191,985千円

15,528,198
6,856,963
1,489,646
5,467,839
238,063
351,052
352,220
2,541
24,937
261,792
386,792
119,960

△ 23,612
21,225,349
13,503,760
4,172,918
772,116
56,681
334,057
700

101,762
2,685,180
222,420
9,330,841
1,047,139
8,283,701
7,721,589
2,316,059
3,429,111
506,446
44,743
130,515
961,671
346,224

△ 13,183
36,753,547
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中間貸借対照表

【 資 産 の 部 】

科　　目

期　　別

金　　額 金　　額 金　　額

（単位：千円）

（資　産　の　部）
流　動　資　産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品
製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固　定　資　産
有 形 固 定 資 産
社 用 資 産
建 物
構 築 物
機 械 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
貸 与 資 産
リ ー ス 用 機 器
賃 貸 用 不 動 産

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
敷 金
差 入 保 証 金
長 期 前 払 費 用
長期繰延税金資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金
資　産　合　計

15,241,008
6,632,958
1,449,000
5,626,595
139,649
369,660
367,786
12,030
16,104
262,868
289,188
107,356

△ 32,191
19,812,402
12,913,427
3,932,465
828,640
66,440
239,873
831

111,499
2,685,180

－
8,980,961
1,217,189
7,763,772
6,898,975
1,543,419
2,486,971
561,835
58,048
122,710
1,818,476
323,220

△ 15,707
35,053,410

16,718,966
8,041,627
1,422,321
5,415,829
216,516
344,047
361,990
3,560
20,525
181,023
640,935
101,740

△ 31,151
19,835,775
12,946,846
3,972,059
803,535
61,998
340,571
708

80,064
2,685,180

－
8,974,787
1,084,851
7,889,935
6,888,929
1,713,432
2,844,892
499,554
45,449
123,366
1,325,389
341,653

△ 4,808
36,554,742

【負債・資本の部】

科　　目

期　　別

金　　額 金　　額 金　　額

（単位：千円）

（負　債　の　部）
流　動　負　債

買 掛 金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
前 受 金
預 り 保 険 料
預 り 金
賞 与 引 当 金

固　定　負　債
退職給付引当金
長 期 預 り 金
その他の固定負債
負　債　合　計
（資　本　の　部）
資　　本　　金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
資本準備金減少差益
利 益 剰 余 金
任 意 積 立 金
圧縮記帳積立金
別 途 積 立 金

中間（当期）未処分利益
土地再評価差額金
株式等評価差額金
自　己　株　式
資　本　合　計

負債・資本合計

8,779,725
6,021,110
69,040
324,934
278,211
668,144
842,965
160,937
414,381
5,214,394
3,703,372
1,511,022

－
13,994,119

4,345,843
5,328,364
1,100,000
4,228,364
10,824,746
10,335,320
35,320

10,300,000
489,426

△ 106,578
1,123,113

△ 456,199
21,059,291

35,053,410

10,622,537
6,578,373
635,969
408,862
558,170
636,443
1,077,011
181,300
546,406
4,195,039
3,061,274
1,133,764

－
14,817,576

4,345,843
5,328,364
1,100,000
4,228,364
11,190,853
10,335,320
35,320

10,300,000
855,532

△ 106,578
1,436,706

△ 458,023
21,737,165

36,554,742

前　　　期
（平成17年3月31日）

前 年 中間期
（平成16年9月30日）

当 中 間 期
（平成17年9月30日）

前 　 　 　 期
（平成17年3月31日）

前 年 中間期
（平成16年9月30日）

当 中 間 期
（平成17年9月30日）



366,040

413,822

75,604

468,278

25,941

65

中間損益計算書 役　員 （平成17年 9 月30日現在）

代表取締役社長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

伊 藤 建 史
増 村 勝 實
上 村 脩 司
岸 下 清 則
穴 水 　 卓
中 釜 公 憲
横 竹 正 美
橋 本 周 司
西 田 邦 夫
平 田 　 博
木 下 大 洋
高 松 良 和
船 津 光 男
濱 田 次 男

事業所 （平成17年 9 月30日現在）

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

本 社

東 京 支 店

東 北 支 店

北関東支店

千 葉 支 店

横 浜 支 店

名古屋支店

神 戸 支 店

岡 山 支 店

広 島 支 店

四 国 支 店

福 岡 支 店

営 業 所

三 重 工 場

つくば工場

大阪市西区阿波座一丁目 5 番16号

東京都千代田区飯田橋三丁目13番 1号

仙台市太白区柳生二丁目2番3号

さいたま市大宮区宮町二丁目81番地

千葉市緑区おゆみ野三丁目24番地 2

横浜市戸塚区品濃町549番地 2

名古屋市中区大須四丁目10番32号

神戸市中央区御幸通四丁目1番 1号

岡山市野田二丁目10番110号

広島市西区楠木町三丁目 1番40号

高松市勅使町227番地

福岡市博多区博多駅東三丁目13番28号

全国18ヵ所

三重県三重郡菰野町大字竹成字弥八1263番地の3

茨城県筑西市舟生1530番地

（注）※は、「株式会社の監査等に関する商法の特例に関する
法律」第18条第 1 項に定める社外監査役であります。

※
※

科　　目

期　　別

（単位：千円）

（注）記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

経
　
　
常
　
　
損
　
　
益
　
　
の
　
　
部

営
業
損
益
の
部

営
業
外
損
益
の
部

営 業 収 益

売 上 高

営 業 費 用

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営業外収益

受取利息・配当金
その他の営業外収益
営業外費用

支 払 利 息
その他の営業外費用

経 常 利 益

366,040

中間（当期）純利益

前 期 繰 越 利 益

中間（当期）未処分利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

特
別
損
益
の
部

退職給付過去勤務債務償却

特 別 利 益

税引前中間（当期）純利益

（ ）
前 期
平成16年4月 1日から
平成17年3月31日まで

金　　額

39,549,877

31,356,726

7,027,903

1,165,247

1,243,812

80,397

52,357
28,040
1,833

7
1,825

370,343

4,303

202,226

1,411,928

779,928

75,604

652,000

△ 20,000

855,532

（ ）
当 中 間 期
平成17年4月 1日から
平成17年9月30日まで

金　　額

20,195,593

15,485,058

3,864,348

846,186

73,609

51,344
22,264
1,912

－
1,912

917,883

6,145

798,278

194,000

136,000

494,220

－

そ　　の　　他

特 別 損 失

6,145

125,750

（ ）
前年中間期
平成16年4月 1日から
平成16年9月30日まで

金　　額

496,275

58,740

47,097
11,642
9,555

3
9,551

18,914,550

14,983,857

3,483,602

447,090

489,426

255,000

53,000

721,822

－

140,492

366,040


